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②集団の多数派にも「問題層」の子どもどではない
にしろ、共通の生育環境と発達課題を抱えていること
を知ることで、その子どもの課題が集団の課題になる。
両者を共感的に橋渡しをする。
４.今、新たな集団づくり実践のスタートへ
いま、子どもたちは、「包摂と排除の政治力学」によ
って分断され、なかなか関係性が築けないでいる。と
りわけ、従来のように、学級がいっしょになったとか
の「制度」に依拠した関係づくりが難しくなってきて
いる。つまり、従来のような「学級」集団づくりの限
界が露呈しているのだ。
だからこそ、「学級がいっしょだからといって、何で
仲間になって、仲良くしなければいけないの?」とい
う「分断線」を背景にした、子どもからの自明の問い
かけを深く受け止めながら、相互理解につながる対話
を粘り強く行い、関係性の編み直しをして初めて、学
級集団づくりは成立する。
それは、言い換えれば、バラバラに分断された子ど
もたちを、関係のつむぎ直しのなかで、子どもたちの
自発的な「コミューン」として学級を再生して初めて
可能になってくるのだ。 もちろん一度の学級での小
さな「自治」体験としての「コミューン」体験が、実
生活での「競争主義ネイティブ」や「自己責任」ネイ
ティブにさせられてきた子どもが全く新しく生まれ変
わるほど、現実は甘くはない。
しかし、その「コミューン」体験が「社会制作」の
ちからとして結実するとともに、子ども時代の思い出
のなかに、「原風景」として残り、また、同時に市民の
なかでも「社会の記憶」になるときに、集団づくりの
実践は、また市民社会をより良いものへと変えていく
ことにつながっていくのだと私たちは考えていきたい。
注
１)基調提案委員会「子どもの生存権と教育への権利を保障す
る生活指導を」(文章：竹内常一)『全生研大会紀要』2014
年、私家版。
２）上野千鶴子著『差異の政治学』岩波書店、2002年参照。
３）パウロ・フレイレ著・小沢有作他訳『被抑圧者の教育学』
亜紀書房、1979年参照。
４）大阪市教育委員会が設置したもので、「生活指導サポートセ
ンター」とも言われている。
５）ミッシェル・フーコー著・田村俶訳『監獄の誕生』新潮社、
1977年、姜尚中・宮台真司著『挑発する知』双風社、2003
年参照。
６）環境構成権力は、環境管理型権力とも呼ばれ、規律訓練型
権力と対比される。こうした考察は、フランスのポストモ
ダン哲学者ドゥルーズなどによる。詳しくは、東浩紀・大
澤真幸『自由を考える』日本放送出版協会、2003年参照。
７）鈴木翔著『教室内カースト』光文社、2012年参照。
８）城内章夫著『現代日本教育論』新評論社、1959年、及び拙
論『生活指導における認識の指導と行動の指導－城内章夫
氏の交わり概念を中心に』日本生活指導学会編『生活指導
研究』７号、明治図書、1990年参照。
９）富田英典・藤村正之編『みんなぼっちの世界』恒星社厚生
閣、1999年参照。
10）便所飯とは、精神科医の町沢静夫氏が名付けたランチメイ
ト症候群の一種ともされ、2009年７月６日に、朝日新聞が
夕刊で取り上げたことがきっかけで広く知られるようにな
った。町沢静夫著『学校・生徒・教師のための心の健康ひ
ろば』駿河台出版社、和田秀樹著『なぜ若者はトイレで「ひ
とりランチ」をするのか』祥伝社、2010年参照。
11）ミッシェル・フーコー著・田村俶訳『狂気の歴史』新潮社、
1975年、同著・同訳『監獄の誕生』新潮社、1977年参照。
12）宇佐美誠著『その先の正義論』武田ランダムハウスジャパ
ン、2011年など参照。
13）堀尾輝久氏は、憲法26条第１項の精神を具現化した旧教育
基本法第３条の「すべて国民は、ひとしく、その能力に応
ずる教育を受ける機会」を保障する規定を、「発達の必要に
応ずる教育を受ける機会」と創造的に解釈を行った。堀尾
著『教育の自由と権利』(青木書店、1975)、同著『現代日
本の教育思想』(青木書店、1979年)などを参照されたい。
14）船越勝他編『共同グループを育てる－今こそ、集団づくり』
クリエイツかもがわ、2002年。
15）京都府生活指導研究協議会編『「Ｋの世界」を生きる』クリ
エイツかもがわ、2013年参照。
16）船越勝他編『共同グループを育てる－今こそ、集団づくり』
クリエイツかもがわ、2002年参照。
17）藤木祥史氏の筆者宛の私信(2014年11月21日付)参照。
18）鈴木翔著『教室内カースト』光文社、2012年、堀裕嗣著『ス
クールカーストの正体』小学館、2015年参照。
19）ハナ・アーレント著・大久保和郎他編『全体主義の起原』
全３巻、みすず書房、1972～1974年参照。
20）全生研常任委員会編『新版学級集団づくり入門 小学校編』
明治図書、1990年参照。
21）応答能力(responsibility)とは、レスポンス(response)とア
ビリティ(ability)を組み合わせた言葉であるが、転じて責
任という意味もある。このレスポンシビリティを他者の呼
びかけへの応答責任ととらえ直したのが高橋哲成氏である。
高橋著『戦後責任論』(講談社、2005年)を参照されたい。
22）関誠著『たった一度の中学時代だから』高文研、1983年参
照。
23）全生研近畿地区全国委員連絡会編『ゆきづまる中学校実践
をきりひらく』クリエイツかもがわ、2005年参照。
24）藤本氏の筆者宛の私信(2014年11月21日付)参照。
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